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児 童 の か い た サ ク ラ ン ボ 図 と ア レ イ 図

児 童 の か い た ブ ロ ッ ク 図

もんだい１

はこにドーナツが７こ入って

います。３こ食べると何この

こるでしょう。

もんだい２

みかんがかごの中に７こさら

の上に３こあります。ぜんぶ

で何こあるでしょうか。

もんだい１

公園に男の子が３人いて、女の子が５人きま

した。子どもはなん人になりましたか。

もんだい２

ケーキが１はこに３こずつ入っています。

はこは５はこあります。ケーキはなんこあ

りますか。

もんだい３

じどう車が３だいあります。１だいに５人ず

つのっています。みんなでなん人いますか。

もんだい３

３人にえんぴつをあげます。

１人に７本ずつあげるには、

ぜんぶで何本いるでしょうか。

理由付けをしながら考え、表現できる児童を育てる算数科指導の工夫
－文章問題を図に表し、自分の言葉で説明する活動を取り入れて－

算数・数学班 須藤美奈子（小学校教諭）

児童の実態 文章問題は分からない 出ている数字を適当に使って式を立てよう 文章問題は苦手だ

理由付けをしながら考え、自分の考えを表現できる児童

図で理由付けをして問題解決する

図を使い自分の言葉で説明する

目指す児童像

提示された「ブロック図」・「アレイ図」

・「サクランボ図」から自分のかきやすい図

で表す

自分のかきやすい図を選び、問題

文に沿ってかくことができた。

２年生：「かけざん（１）」「かけざん（３）」における実践

・文章問題に取り組む意欲をもてなかった児童が、文章問題を図に表し、式を考える活動によって、数量の

意味と関係をとらえて問題解決にあたることができた。

・自分の考えの理由を表現できなかった児童が、図を説明することにより、２年生なりの言葉で理由を表現

できた。

・今後中学年・高学年と検証を進め、見通しをもち筋道を立てて考え、表現できる児童を育てるために、図

や言葉、式による表現を関連付けていく必要がある。

成果と課題

担当指導主事 義務教育研究係 角田忠雄

全体の場で、「分かっていること」「聞いていること」に線を引き、数値の意味を確認する

分かっていることを「１はこ」→「１はこに３こずつ」などと正しくととらえることができた。

図から分かる関係を見て３つの

式を立てたり、自分の言葉で理由を書

くことができた。

図を見ながら式を立て、その理由を考える

①問題文の中の情報をとらえる過程 かけざん（１）

②見通しをもって問題を解決する過程 かけざん（３）

図で必要な情報を表す

図を使って数字の関係や演算決定

の理由を説明する

黒板に書いた図を使いなが

ら、自分が式に表した理由を説明で

きた。

③考えを振り返り説明する過程

サクランボ図とは

部分量を○全体量を□で表し、矢印でつ

ないだ構造図のことである。

具体的な手立て 児童の様子手 児
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